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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.382 4.333 0.923 4.000

総計

3 2 4 9 16 12 52

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

B-b
学会

合計

合計 総計

2023 25 1 0 0 0 2426 2 12 5 0

A-b B-b B-c B-d B-eA-d 合計 B-a

2023

2023

23 42

A-c

89

68

論文数一覧

A-a A-e SCI

2023

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

70.000

80

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

11.667 2.917

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

泉川公一：大規模イベントにおける感染対策のあり方 新型コロナウイルス感染症(COVID-19)禍における自然災
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芦田美輪,室田浩之,田代将人：COVID-19に関連する皮膚症状の病理組織学的特徴. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 
1209, 2023.

田代将人：Globalなemerging mycoses BSL3真菌. 日本医真菌学会雑誌 64(Suppl.1): 59, 2023.

田代将人：Host-Pathogen Interactionより考える新しい感染症治療戦略 アスペルギローマと宿主の長期相互作用か

ら探る新たな治療戦略の可能性. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 209-210, 2023.

田代将人：失敗談・ピットフォールから学ぶ臨床研究のリアルと解決法 リアルワールドデータを用いたデータ

ベース臨床研究の実際. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 40, 2023.
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